
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 大阪維新の会枚方市支部の決起大会を、1月 31日、

メセナひらかた会館で開催しました。 

大阪維新の会がこれまで取り組んできた大阪にお

ける改革や成長戦略について松井一郎代表が説明。そ

の後、枚方市支部のメンバーがそれぞれ決意を表明し

ました。 

【かじや知宏決意表明 ＝要旨＝】 

自治体の大きな課題は、人口減少・少子高齢化によ

る『社会構造』の大きな変化に対応していくこと。厳

大阪維新の会枚方市支部「決起大会」を開催大阪維新の会枚方市支部「決起大会」を開催大阪維新の会枚方市支部「決起大会」を開催大阪維新の会枚方市支部「決起大会」を開催    

人口減少・少子高齢化人口減少・少子高齢化人口減少・少子高齢化人口減少・少子高齢化社会社会社会社会をををを克服克服克服克服しししし「「「「未来未来未来未来にににに希望希望希望希望のののの持持持持ててててるるるる枚方枚方枚方枚方」」」」をををを    

 

＜経歴＞＜経歴＞＜経歴＞＜経歴＞昭和 43 年 9 月 12 日、枚方市に生まれる。阪保育所、殿山第二小学校、第三中学校、牧野高校、龍谷大学文学部社会学

科社会福祉学専攻を卒業。（株）報知新聞社での 11 年間の勤務を経て、かじや行政書士事務所開業。平成 23 年から 4 年間、枚方

市議会議員を務める。＜現在＞＜現在＞＜現在＞＜現在＞かじや行政書士事務所代表、大阪府議会議員中司宏事務所政策スタッフ、大阪府行政書士会綱紀委

員、同枚方支部相談役など。＜趣味＞＜趣味＞＜趣味＞＜趣味＞読書、卓球、スポーツ観戦（プロ野球、格闘技など）、神社仏閣巡り、観劇。 

しい状況にあっても、何とか課題を克服し、次の世代

に対して『未来に希望の持てる』社会をつくっていく

ことが、私たち世代の責任である。 

そのためには、古い行政の仕組みをアップデート

し、行政が果たさなければならない役割を再定義する

ことが必要だ。支援を必要とされている方々への福

祉・医療などのサポートや、災害や犯罪から市民の生

命・財産を守るなどのセーフティネットについては、

行政の役割としてしっかりと守っていく一方で、民間

に任せられることは民間の力を活用するとともに、地

域コミュニティやＮＰＯ、民間事業者などとの協働に

よるまちづくりに取り組む。 

また、将来のまちづくりを担う次の世代への投資が

重要であり、どのような家庭環境にあっても、教育や

子育ての機会に格差が出ることのないよう、公教育、

子育て支援の質の向上をはじめ、保護者負担の軽減を

実現させる。 


